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冬にはセーター編めるかな

夏休み青少年教室

７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
に
か
け
て
、

夏
休

み
青
少
年

教
室
が
、
青

少
年
会
館

本
館

・
樋
野
口

分
館
で
開
催

さ
れ
ま
し

た

。
こ

の
教

室
は
、
小

学
校
三

年
生
以

上

を
対
象
に

、
年

三
期
（

春
・
夏
・
秋

）

に

分
け
て
行

わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
ス

ポ
ー
ツ

か

ら
文
化
活
動

ま
で
さ
ま

ざ
ま

な
教
室
が
用

意
さ

れ
て
い

ま
す
。

そ
の
中
の

一
つ
、
家
庭
科

教
室
で
は
、

子
供
た

ち
が

熱
心
に
毛

糸
の
ク
ッ

シ
ョ

ン

を
編

ん
で

い
ま
し

た
。
ほ
と
ん
ど
の

子
が
編

み
物
は
初

め
て

で
す
が
、
手

先

は
な
か

な
か
器
用
に

動
い
て
い

ま
す
。

全
八

回
と
い
う

短
期

間
の
教
室

な
が

ら
、
手

編
み
の

後
は
、
刺
し

ゆ
う
・
お

花

・
お
茶
と
内
容

は
盛
り
だ

く
さ
ん

。

「

最
近
、
家

庭
で
忘
れ

ら
れ
て
き
て

い

る
、
日
常
生

活
で
の
立
ち

居
振
る
舞

い

を
子
供
た

ち
に

教
え
た
い
」

と
、
講

師
の

皆
さ
ん

も
汗
を
か
い
て
頑

張
っ

て

い

ま
し
た

。

※
２
・
３
ぺ
ー
ジ
で
も
、
青
少
年
教
室

の

様
子
を

紹
介

し
て
い

ま
す
。

稔台小学校６年

菊地 香奈ｎ

編
み
物
は
初
め
て
で
す
が
、
と
っ
て

も
お
も
し
ろ
い
で
す
。

今
は
、
こ
の
教
室
で
ク
ッ

シ
ョ
ン
を

編
ん
で
い
ま
す
が
、
セ
ー
タ
ー
や
マ
フ

ラ
ー
も
編
ん
で
み
た
い
。

こ

れ
か
ら
も
編
み
物
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一目、一目、真剣です
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ミニ・バ スケット教 室

！

二
個
の
ボ
ー
ル
を
同
時
に
ド
リ
ブ
ル
―
ち
よ
つ
と
難
し
い
ぞ

高
柳

知
佳
さ
ん（
右
）

岩
城

夕
希
子
さ
ん（
左
）

バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル

が
好

き
で
、
四
年
生
の
と
き
か
ら

学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
や
っ

て
い
ま
す
。

夏
休
み
中
は
ク
ラ
ブ
活
動

が
な
い
の
で
、
こ
の
教
室
に

来
て
み
ま
し
た
。
新
し
い
友

達
も
で
き
、
と
て
も
楽
し
い

で
す
。

こ
の
夏
行
わ
れ
た
青
少
年
教
室
は
、
本
館
・
分

館
合
わ
せ
て
十
二
講
座
。
三
百
二
十
人
の
子
供
た

ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

ど
の
講
座
で
も
、
皆
仲
良
く
楽
し
そ
う

に
受
講
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
た
っ
た

数
日
間
な
の
に
、
新
し
い
友
達
も
で
き

ま
し
た
。青

少
年

会
館

で
は

、
年

三
回

の
こ

の
教

室
で

、
い

ろ
い

ろ
な

講
座

を
用

意
し

て
、

新
し
い

仲

間
の

参

加
を

待
っ
て

い

ま
す

。

※
次
回

の
募

集
は

、
広

報
ま

つ

ど
９

月
５

日

号
で

お
知

の
ら
せ
し
ま
す
。

蠢
青
少
年
会
館

音
4
4－

８
５
５
６
番

ら

パ
ン
ン
フ
ラ
ワ
ー
教
室

手品教室

細かい作業ですが、完成が近づいてき ましたジョーカーを持っていたはずなのに、いつの間にか別のカードに…？

９
月
定
例
市
議
会
開
催
予
定

平
成
３
年
松
戸
市
議
会
９
月

定
例
会
は
、
９

月
５
日
か
ら
2
5

日

ま
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。

請
願
・
陳
情
は
８
月
3
1日
出

午
後
Ｏ
時
3
0分
ま
で
に
提
出
し

て

く
だ
さ
い
。

※
傍
聴
さ
れ
る
際
は
日
程
を
あ

ら
か
じ
め
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

蠢
市
議
会
事
務
局
議
事
課

2
5

０２ ９１ ８１ ７１ ３１ ２１

１
１

０１ ９ ６ ５ 期
　

日水 金 木 水 火 金 木 水 火 月 金 木

本
　
　
　
会
　
　
　
議

決
算
審
査
特
別
委
員
会

常
　
任
　
委
　
員
　
会

本
　
　
　

会
　
　
　
議

招

集

日

・

本

会

議

会
議
予
定

議

案

等

の

議

決

平

成

２

年

度

各

会

計

決

算

認

定

審

査

議

案

等

の

審

査

一
　
　
般
　

質
　

問

議
　

案
　

説
　

明

主
な
内
容

市

職

員
募

集

職

種
作

業

員

（

若
干

名
）

勤
務
揚
所

斎

場
　（

火

葬

場

）

資
格

昭
和
2
3年
４

月
２
日
以

降

生
ま
れ
の
健
康
な
人
・

学
歴
不

問匣
８
月
2
0日

収
～
2
7日
㈹
の
間

に

、
直
接
人

事
課
人
事
係
へ

市
民

会
館

が
臨

時
休

館

市
民
会
館
は
電
気
室
な
ど
の

改
修
工
事
の
た
め
、
９
月
３
日

㈹
・
４
日
團

、
臨
時
休
館
し
ま

す
。
な
お
、
受
付
業
務
に
つ

い

て
は
、
４
日
困
か
ら
平
常
ど
お

り
行
い
ま
す
。

蠢
市
民
会
館
四
6
8－
1
2
3
7

番「
歌
の
街

」

の
放

送
時

間

が

変

わ
り
ま

す

防
災
行
政
用
無
線
で

放
送
し

て
い
る
「
歌
の
街
」
の
放
送
時

間
が
、
９

月
１
日
㈲
恚

…一
月
3
1

日
閑
の
間
、
午
後
５
時
に
変
わ

り
ま
す
。

蠢

防
災
課

平
成
３

年

度
児

童
扶

養
手

当

現
況

届

を
受
付

中

現
況
届
を
ま
だ
提
出
し
て
い

な
い
人
は
、
至
急
援
護
課
へ
提

出
し
て

く
だ
さ
い
。
事
務
の

電

算
化
を
行
う
た
め
、
９

月
1
0日

㈹
ま
で
に

、
必
ず
提
出
願
い

ま

す
。

蠢
援
護
課
援
護
係

パ

ー

ト

看

護

婦
（

准

看

護

婦

）

募

集業
務

内

容

小
・

中

学

校

な
ど

で

の

集

団

予

防
接

種

の

介

助

期
間
1
0
月
１

日

～

平

成
４

年
１

月
3
1
日

（
勤

務

時
間
＝

午

膊

１１一

時
3
0
分

～

午

後
３

時
3
0
分

）

募

集
人

員

五

十
歳

く

ら
い

ま
で

の

人

・

若

干

名

圉

８

月
2
7
日

㈹
ま

で

に

、

電

話

で

保
健

衛

生

課
予

防

衛

生

係

へ

＼

８

月
3
0
日
～
　

ノ

９

月
５

日

は

「
建

築

物

防

災

週
間

」

性
可

新
松
戸
西
小
学
校
六
年

ぼ
く

能ぞるけつ見



倉
下
　

美
樹
子
さ
ん

ピ
ア

ノ
が

好

き
で

、
作
曲

も

覚
え
て

み
た

く
て

、

来
て

み

ま

し

た

。

作
曲

は
、

思
っ

た
ほ

ど
難

し

く
な

く
、
楽

し

く
で

き
た
の
で

、

こ

れ
か

ら

も
い
ろ

い
ろ

作
っ
て

み

よ

う
と
思

い
ま

す

。

青少年教室

日
本
画
教
室

思ったと おりの絵が出来上 がるかな

絵
を
描
く
の
が
好
き
で
、

よ

く
マ
ン

ガ
を
写

し
た

り
し

て

い

ま
す

。
こ

の

教
室

に
は

、

お

母

さ
ん
に

す

す
め
ら

れ
て

、

出

る
こ

と
に

し
ま

し
た

。

今
日

は

、
先
生

に
絵

を
ほ

め

ら

れ
て

、
と
て

も

う
れ
し

く
思
い

ま
し

た

。

早く順番が回ってこないかな

あ
な
た
の

健
康

子
供
た
ち
は
、
冬
だ
け
で

な
く
、
夏

で
も
高
い
熱
を
出
し
た
り
、
下
痢
を
し

た
り
し
ま
す
。

夏
に
も
活
躍
す
る
か
ぜ
の

ウ
イ
ル
ス

が
い
く
つ

も
あ
る
た
め
で

、
そ
れ
ら
を

ま
と
め
て

俗
に
夏
か

ぜ
と
い

っ
て
い
る

よ

う
で
す
。

夏
か
ぜ
の
代
表
格
は
、
ヘ
ル
パ
ン
ギ

ー
ナ

（
赤
ち
ゃ
ん
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

の
ど
に
口
内
炎
の
よ
う
な
ブ
ツ

ブ
ツ
が

現
れ
、
痛
み
が
あ
り

、

熱
も
高
く
、
三
・
四
日

続

く
）
、
手

足

口

病
（
手

の
ひ

ら

、

足

の

裏

、
口

の

中

な
ど

に

小

さ

な

水

疱

が
み

ら

れ

、

膝
や

お

し
り
　
　

はっ
し
ん

尻

に

も
発

疹

が

出

る

。

熱

は

さ
ほ

ど

ひ

ど

く

な

い

）
、
咽

頭

結

膜

熱
（

高

熱

、
の

ど
の

痛
み

、

目

が
充

血
し

、
目

や
に

が

出

る

。
別

名
プ
ー
ル

熱
）

な

ど
で

す

が
、

熱

だ
け

の

場

合
や

、
嘔

吐

・
下

痢

を

伴

う
夏

か

ぜ

も

あ

り

ま

す

。

暑
い

時

期
に

熱

が

高

い

の
で

す
か

ら

、

不

機

嫌
に

な

る
子

が
多

く

、

の
ど
か
渇
く
の
に
口
が
痛
い
の
で
水
が

飲
め
ず
、
泣
い
て

ば
か
り
い
る
子
も
い

ま
す
が
、
夏
か

ぜ
の
大
部
分
は
、
ウ
イ

ル
ス
性
な
の
で
、
対
症
療
法

が
中
心
に

な
り
ま
す
。

気
持
ち
の

良
い
室
温
に
し

、
な
だ
め

な
が
ら
上
手
に
水
分
を
与
え

る
と
い

う

家
庭
看
護
が
、
大
切
に
な
り
ま
す
。

幸
い
、
冬
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン

ザ
と
違

っ
て
、
重
症
の
肺
炎
に
な
る
よ
う
な
こ

子 供 の 夏 か ぜ
や
冷
え
過
ぎ
の
無
い
よ
う
、
特
に
配
慮

が
必
要
で

す
。

し
か
し

現
実
に
は
、
突
発
性
発
疹
や

は
し
か
な
ど
、
夏
と
は
関
係
の
な
い
病

気
の
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
無
菌
性
髄
膜

炎
や
細
菌
性
疾
患
（
例
え

ば
肺
炎
・
中

耳
炎
）
な
ど
の
余
病
を
起
こ
す
こ
と

も

あ
り
ま
す
の
で
、
や
は
り
医
師
の

指
示

に
従
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
松
戸
市
医
師
会
）

新
松
戸
北
小
学
校
五
年

青少年会館
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

ネット 際のプレイは､なかなか難しい

梨
木
　
之
正
く
ん

上
本
郷
小
学
校
三
年

ー
を
止
め
た
り
、
ふ
と

ん
を
た
く
さ
ん
か
け

る

と
、
う
つ
熱
と
い
っ
て

熱

が
体
内
に
こ
も
り
、

か
え
っ
て

身
体
に
は
良

く
な
い
の
で
す
。

本
人
が
「
暑
い
」
と

い
え
ば
、
涼
し
く
し
、

冷
た
い
物
を
飲
ま
せ
ま

し

ょ
う
。

も
ち
ろ

ん
ク
ー
ラ
ー

の

効
か
せ

過
ぎ
や
、
冷

た
い
水
分
ば
か
り
与
え

て

も
、
体
力
を
消
耗
し

ま
す
の
で

、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

乳
幼
児
は
、
体
温
調

節
の
働
き

が
弱
く
不
安

定
な
の
で

、
温
め
過

ぎ

と
も
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
、
口

が
痛

く
て

飲
め

な
い
と
い

っ
て

も
、
脱

水
を

起
こ
す
例
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

高
熱
の

割
に
は
元

気
な
子
も
い
ま
す

の
で
、
熱
で
あ
わ
て

ず
、
飲
め
そ
う
な

水
分
を
工

夫
し
た
り
、
ど
う
し
て

も
熱

の
た
め
に
眠
れ
な
い
よ
う
な
時
に

は
、

熱
さ
ま
し
を
適
宜
使
っ
て

、
三
・
四
日

し
て
熱

が
下
が
る
の
を
待
ち
ま
し

ょ
う
。

寝
冷
え
が
原
因
と
ば
か
り
、
ク
ー
ラ

16
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夏
休

み

活発に意見を交わし ながら､作曲し ていきます

作曲教室



９月１日は

震
度
６
！
　
と
っ
さ
の
判
断
で
き
ま
す
か

総
合
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

日
時
…
９
月
１
日
㈲
午
前
９

時
5
0分
か
ら

会
場
…
六
実
中
央
公
園

内
容
…
市
・
防
災
関
係
機
関
・

住
民
に
よ
る
、
情
報
収
集
・
避
難

・
応
急
救
護
・
医
療
救
護
・
初
期

消
火
・
復
旧
・
障
害
物
除
去
・

炊
き
出
し
・
火
災
防
御
・
給
食

給
水
・
防
疫
な
ど
総
合
的
で
実

践
的
な
訓
練
を
実
施
。
ウ
ォ
ー

タ
ー
パ
ッ
ク
車
に
よ
る
給
水
や

起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験
、
防

災
資
機
材
・
写
真
パ
ネ
ル

な
ど

の
展
示
も
行
い
ま
す
。

中

学
校

・

小

金
北

小

学
校

の

三

会
場内

容
…
地
区
住
民
主
体
の
避

難
（
煙

道

）
・

初
期

消

火

・

応
急

救

護

、
婦

人

消

防
隊

・

婦
人

防

火

ク
ラ

ブ
・

地
元

消

防

団
に

よ

る

放

水
な

ど

の
訓

練

を

実

施
。

展

示
コ

ー
ナ

ー

・

体
験

コ

ー
ナ

ー
も

あ
り

ま

す

。

※

各

会
場

と

も

駐

車
場

が

狹
い

た

め

、
車

で

の

来
場

は

ご
遠

慮

く

だ

さ
い

。

黯

防

災

課

災
害
へ

の
備
え
と
い
っ
て
も

あ
ん
ま
り
大
げ
さ
な
こ
と
は
し

て
い
ま
せ
ん
。

非
常
用
の
食
料
や
ラ
ジ
オ
・

懐
中
電
灯
な
ど
を
、
だ
れ
で
も

す
ぐ
に
取
り
出
せ

る
よ
う
に
し

て
あ
る
と
か
、
万

一
の
場
合
の

集
合
場
所
や
連
絡
先
を
決
め
て

９月２日から予約受け付け市民交通傷害保険

家族そろって加入しましよう

こ
の
保
険
は
、
一
年
間
の
保
険
料

掛
け
捨
て
で
、
最
高
百
万
円
ま
で

保

障
さ
れ
ま
す
。

加
入
で
き
る
人
…
市
内
に
住
ん
で

い
て
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録

を
し
て
い

る
人
。
市
内
の
事
業
所
に

勤
務
し
て
い
る
人

保
険
料
…

年
額
三
百
六
十
円
を
一

時
払
い
（
一
人
一
口
限
り
、
中
途
加

入
は
月
割
り
三
十
円
）

※

来
春
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
は

百
八
十
円
に
な
り
ま
す
。

保
険
期
間
…
平
成
３
年
1
0
月
１
日

～
４

年
９
月
3
0日

対
象
と
な
る
事
故
…
自
動
車
・

オ

ー
ト
バ
イ
・
自
転
車
・
電
車
な
ど
に

関
連
し
、
国
内
で

発
生
し
た
交
通
事

故
（
航
空
機
・
船
舶
事
故
は
除
く
）

惠
９

月
２
日
㈲
以

降
に
印
鑑
・
保
険

料
を
持
参
の
う
え
、
安
全
課
・
市
民

課
・
各
支
所
ま
た
は
出
張
受
け
付
け

会
場
へ
（
出
張
受
け
付
け
は
左
表
の

日

程
で

行
い
ま
す
）

※
交
通
事
故
に
遭
っ
た
と
き
は
、
必

ず
警
察
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い

。

蠢
安
全
課
庶
務
係

表日　 程

あ
る
ぐ
ら
い
で

す
。

今
ま
で
役
立
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
備
え
が
あ
れ
ぱ

な
ん
と
な

く
安
心
で
き
ま
す
。

松 戸

吉林　 秩子さん

期日 時 間 会　　　 楊

9/2回 午後禰30分

～3時1分

松戸駅東西連絡通路

3 八ヶ崎訛通ｾﾝﾀｰ･ﾕｰｶﾘ 交通公翻

4 午配働~午後箚 市立病院

5附

午後1 時1分

～3 畤30分

小金北小学校

6S あさひ幼稚園･五香公会堂

9回 高塚団地管理事務所

1飭 六実集会所

11伽 矢切幼稚圜･二十世紀が丘市民ｾﾝﾀｰ

1肺
伊勢丹松戸店

¶篦 さかえ幼稚園

17詢 みやこ幼稚園･明市民ｾﾝﾀｰ

1肺 小山集会所・総合福祉会館

1畊 八柱市民ｾﾝﾀｰ･ 牧の原翻･ 幼稚園

瀰 稔台市民ｾﾝﾀｰ･みどり幼稚翻

2朷 馬橋市民ｾﾝﾀｰ

2渊 松戸駅東西連絡通

相
談
の
ご
案
内

８
月
2
1
日
～
９
月
3
0
日

▽
住

宅

相

談
　

毎
週

水

曜
日

午

前
1
0
時
～

午

後
４

時

、

市

役
所

相

談
コ

ー
ナ

ー
で

▽
税
務
相
談
　
９
月
1
3
日
應
午

後
１

時
～

５

時

、

市
役

所

相

談

コ

ー

ナ

ー
で

▽
登

記
相

談
　

９

月
2
0
日

窗

午

後
１

時

～
４

時
3
0
分

、
市

役

所

相
談
コ
ー
ナ
ー
で

▽
行

政

相

談
　

８

月
2
6
日

㈲

、

９

月
９

日

側

、

午

後
１

時

～
３

時

、

市

役
所

相

談
コ

ー

ナ
ー
で

▽
交
通
事
故
相
談
・
市
民
相
談
・

一
般

相

談
　

い

ず

れ

も
毎

日

午

前

８

時
3
0
分

～

午

後
５

時

（
土

曜
日

は

午

後
Ｏ

時
3
0
分

ま
で

）
、

市
民

相

談

室
で

▽
法
律
相
談
（
予
約
制
・
随
時

一
｀
話

受

け
付

け
）
　

毎

週
火

・

木
曜

日

、
８

月
2
6
日

側

、
９

月

９

日

側

の

い

ず
れ

も

午

後
１

時

～

５

時

、
９

月
２

日

㈲

午
前

９

時
～
正
午
、
市
役
所
相
談
コ
ー

ナ

ー
で

▽
発
明
相
談
　
９
月
一
1
1
1
1
一
日
困
午

後
１

時

～
３

時

、
市

役

所

相
談

コ

ー

ナ

ー
で
　

憇

こ

こ

ま
で

は

い
ず

れ

も

市
民

相

談

室

▽

経

営

・
融

資

相
談
　

８

月
2
1

日

困

、
９

月
1
8
日

困

午

前
1
0
時

～

午

後
４

時

、

市

役
所

相

談
コ

ー

ナ

ー
で

、
９

月
４

日

圉

午

前

1
0時
3
0
分

～

午

後
３

時
3
0
分

、

小

金

市
民

セ

ン

タ

ー
で

残

商
工

課
振

興

係

▽

労

働

相
談
　

９

月
２

日

㈲

午

後
１

時
～

５

時

、

市

役

所
相

談

コ

ー

ナ

ー
で

※

柏

労

働
基

準

監

督

署

（
・
１
０

４

７

１
－
6
3
－

０

２

４

［
Ｄ

番

］
、
東
葛

飾

支

庁

商
工

労

政

課

（
・
1
6
1
1
2
1
1
5

番

）

で

も

行

っ
て

い

ま

す

。

蠢

商

工

課
労

政

係

▽
消
費
生
活
苦
情
相
談
　
毎
日

午
前
８
時
3
0分
～
午
後
５
時
壬

曜
日

は
午
後
ｏ

時
3
0分
ま
で

）
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

蠢

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
？

四－

6
5
6
5

番

▽
婦
人
就
業
相
談
　
毎
週
水
・

金
曜
日

午
前
1
0時
～

午
後
４

時
、

内
職
相
談
室
で

黷

援
護
課

社
会
係

▽
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談

８
月
2
3日
吻
＝

市
役
所
相
談
コ

ー
ナ
ー
、
９
月
２
日
㈲
＝
○

馬

橋
支
所
、
３
日
脚
＝
○

六
実
支

所
・
小
金
市
民
セ
ン

タ
ー
、
４

日
廁
＝

常
盤
平
支
所
・
○
新
松

戸
市
民
セ
ン

タ
ー
、
５
日
團
＝

小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー
、
６
日

面
・
1
3日

倒
・
2
0日
面

・
2
7日

面
＝
市
役
所
相
談
コ
ー
ナ
ー
、

い

ず
れ
も
午
前
1
0時
～
午
後
３

時※
○

印
は
心
配

ご
と
相
談
の
み
。

人

権
相
談
は
、
千
葉
地
方
法

務
局
松
戸
支
局
（
｛
1
6
3
－
６

２
７
８

番
｝
で
も
行
っ
て
い

ま
す
。

黷

人
権
相
談
Ｌ

援
護
課
庶
務
係
、

心
配

ご
と
相
談
＝

社
会
福
祉
協

議
会
・
1
6
8

－
0
5
0
3

番

▽
年
金
相
談
　
８
月
2
3
旺
廊
・

９

月
2
4日
叫
＝

矢
切

支
所
、
８

月
2
7日
㈹
・
９

月
2
7日
面
６

東

部
支
所
、
９

月
３
日
脚
＝

常
盤

平
支
所
、６
日
面
ａ

小
金
支
所
、

1
0日

㈹
＝

小
金
原
支
所
、
1
3日

面
＝

馬
橋
支
所
、
1
7日
陶
上
（

実
支
所
、
2
0日
面
＝

新
松
戸
支

所

、
い
ず
れ
も
午
前
1
0時
～
午

後
３

時

※
こ
れ
以
外
の
日

は
国
民
年
金

課
へ

黷

国
民
年
金
課
適
用
係

※
相
談
は
す
べ
て
無
料
で
す
。

お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

矢切公民館成人講座
第２期

科　　 目 日　　　　 時 講　　 師 内　　　　 容 教材費

ワープロ

④10/24哨･2腟､11/7

困

(刪2/3 ㈲･5 困･６廓

千後指3 竕 ～3時3吩

中古隆雄氏

初心者向き

キーボード 操作がら 応用

まで 無 料

楽しいビ デオ

カメラ入門

11/12(火)･19(火･28困

午後1時30分～3時30分
平岡一郎氏

上手な撮影の仕方から簡

易編集まで

ギター

9/3 ～11/12の毎週火

曜日

午後6時30分～8時30分

浜野好春氏

荒城の月･バラが咲いた･

赤とんぼ･愛のロマンス･

カチューシャなど。初心者対象

1,500円

洗剤の上手な

使い方

９／５附･26困

午後1時30分～４時
松本和夫氏

洗剤と 洗濯機の経済的な

使い方・選び方、基礎知

識、実演

無 料

七 宝 焼

9/6 ～11/15の毎週金

曜日

午前10時～正午

日 野由子氏

七宝焼の基礎、ネックレ

ス・ブローチ・指輪・ネ

クタイピン・イヤリング

など

5,000円

陶　　 芸

9/4 ～10/30の毎週水

曜日と11/7 の木曜日

午後１時～３時

遠藤一三氏

陶芸の沿革、楽し み、焼

成の仕方(素焼き)、装飾

の仕万(色付け)など

4,500円

古典を読む

9/11 ～11/27の毎週水

曜日

午前10時～正午

9/25･10/23､11/27は

午後1眄30分～3時30分

長江信之氏 ｢百人一首一夕話」 1,200円

日本の歌

世界の歌

9/1 ～12/15の毎週日

曜日

午前10時～正午

植竹令子氏

｢日本と世界の名歌を歌う｣

初心者対象

※ハガキに歌いたい曲、

数曲を記入して申し込

んでく ださい。

1,500円

対象…市内在住・在勤の人

圉直接窓口か、ハガキに希望科目・住所・氏名・年齢・電話番号を記入

して、〒271 松戸市上矢切299－1矢切公民館（昔68－1214番）へ

※電話での申し込みはできません。

※雨天の場合､会場によっては中止する場合があります。

〈

中

央

会

場

〉

日
時
…
８
月
2
5
日
㈲
午
前
９

時
か

ら

会
場
…
第
一
中
学
校
・
第
五

〈

地

区

会

場

〉

車に閉じ込められた人をカッターで救出する訓練

防災の日



定期的に健康チェックを

基本健康診査を行っています

病
気
は
、
早
期
発
見
・
早
期

治
療
が
大
切
で
す
。
毎
年
定
期

的
に
受
診
し
て

、
自
分
自
身
の

健
康
を
チ
エ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

春
に
四
十
歳
以
上
の
人
を
中

心
に
個
人
通
知
を
し
ま
し
た
が
、

４

月
以
降
、
集
団
・
医
療
機
関

の
い
ず
れ
か
で
ま

だ
受
診
し
て

い
な
い
人
は
、別
表
の
要
領
に
よ

り
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

血

液

検

査

の

項

目

が

増

え

ま

し

た

今
年
４
月
か
ら
、
血
液
検
査

に
ｒ
―
Ｇ
Ｔ
Ｐ
（
肝
機
能
検
査
）

・
中
性
脂
肪
・
尿
酸
が
追
加
さ

れ
ま
し
た
。

中
性
脂
肪
は
、
食
事
に
よ
る

変
動
が
大
き
い
の
で

、
よ
り
正

確
な
判
定
を
得
る
た
め
に

、
次

の

事
項
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

①
午
前
中
受
け
る
場
合
…
で
き

る
だ
け
朝
食
を
と
ら
な
い
で

検
査
を
受
け
る
。

②
午
後
受
け
る
場
合
…
で
き
る

だ
け
朝
食
を
軽
く
し
て
、
昼

食
を
と
ら
な
い
で
受
け
る
。

こ

れ
は
、
医
療
機
関
で
受
け

る
場
合
も
、
集
団
健
康
診
査

の
場
合
も
共
通
し
ま
す
。

今
年
度
前
期
（
５
月
～
６
月
）

に
は

、
三
千
四
百
十
九
人
が
集

団
の
基
本
健
康
診
査
を
受
診
し

て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
何
ら
か
の
理
由

で
受
診
を
要
す
る
人
は
五
七
・

七
％

、
生
活
・
食
事
面
で
注
意

を
必
要
と
す
る
人
が
一
八
・
二

％
で
し
た
。

成
人
病
の
一
番
の
特
徴
は
、

自
覚
症
状
が
な
い
事
で

す
。
定

期
的
な
健
康
診
査
で

、
自
分
の

体
を
知
る
こ
と
か
ら
健
康
管
理

を
始
め
ま
し
ょ
う
。

蠢

健
康
管
理
課
業
務
係

基本 健康 診 査日程 表

期日 時　 間 会　　　 場

9/2側 午前･午後

衛　 生　 会　 館

３㈲ 夜　 間

４伽 午前･午後 稔台市民センター別館

５附 午　 後 野菊野団 地集会所

９月〉 午　 後 小金北市民センター

1明 午前･午後 小金市民センタ ー

11吩 午　 後 馬　 橋　 支　 所

13榔 午　 後 八ヶ崎会館

17(洳 午　 後

新松戸市民センター

1鯏 午前･午後

19哨 午　 後

小金原市民センター

2膾 午前･午後

2刎 午前･午後 健康 増進センター

2咽 午前･午後 馬 橋市民 センター

27應 午　 後 小 山 集 会 所

健康診査名 会揚 対 象 検 査 項　目 費 用

☆

基本健康診査

集団
会場
(右
の表
)で
実施 40～59歳

の男女

〇問診〇血圧測定〇検尿

〇身体計測〇血液検査（貧

血検査･肝機能検査･コレス

テロール･中性脂肪･尿酸）

※医師が必要と認めた人に

は、さらに心電図･血糖･

眼底の各検査を実施しま

す。

無料
(ただし、
喀痰細胞診
査は400
円)

婦人の健康診査
35～39歳

の女性

〇検尿〇血圧測定〇貧血検

査〇コレ ステロール検査

☆

胸部レント ゲ

ン検査

40～59歳

の男女
肺がん検診

15～59歳

の男女
結核住民検診

※受付時間 午前 ＝９時30分～11 時

午後＝１時30 分～３時

夜間＝５時30分～フ時

東駐車場か狭いため、車で の来場はご週慮く だ

さし‰

あなたも健康的にスリムに

対象 … 肥満の人または肥 満傾 向に あ る人で､ 当 セン タ ーの

健康 増進 指導 コ ー スを受 け た人( 受 け たこ とのな い人 、受

けて か ら１年 以上 経 過し てい る 人は､再 度受 け て くだ さい)

[鮑９ 月２ 日(月)までに 、直 接 また は電 話で 健康 増進 セン ター

昔65 －5588 番・68 －1814 番へ

期　日 曜日 時　 問 内　　　　 容

9/12

各

木

曜

日

午前10時～

午後〇時30分
オリエンテーション・生活習債の見直し

19
千前９時15分

～正午

血液検査、太らない食べ方のポイント

効果的な歩き方恥１

26
午前10時～

午後１時
私の適量（調理実習） ※みそ汁持参
塩分を測定

10/3
午前10時～

正午

コレ ステロールについて（医師の話）

17 減量体験談、効果的な歩き方恥２

24
午前10時～

午後１時
組み合わせのいろいろ（ 調理実習） ‘

31 午前10時～

正午
温 言 よ 乱

Ａ●天
ｇこょりH ぁり

11/7

14
午前９時15分

～午後１時

血液検査
私の１食分再チェック（調理実習）

21
午前畑持～

正午
終了式、計測とグループ別話し合い

※☆印の健康診査は、60 歳以上の人は医療機関で受けてください。

40歳以上の人も医療機関でも受けられます。

敬
老
お
こ
づ
か
い
を
支
給
し
ま
す

下

表
の

日

程

表

の
と

お

り
に

お

渡

し
し

ま

す

の
で

、
該

当

す

る
人
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

対
象
…
平
成
３
年
４
月
１

日

現

在

、

市
内

に

居

住
し

て

い

る
満
六
十
九
歳
以
上
の
人
(
大

正
1
1
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
。
該
当
す
る
人
に
は
、

８
月
下
旬
に
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら

せ
し

ま

す

）

お
こ

づ

か
い

の

額

…

七

千
円

（

所

得
や

年

金
に

は

関

係

あ
り

ま
せ

ん

）

満
7
0
歳
以
上
の
人
に
は

長

寿

の

お

祝

い
品

も

基
準
日
…
９
月
1
5
日

①
満
七
十
歳
一

八
十
九
歳
の
人

に
は
、
敬
老
お
こ

づ
か
い
と

同
時
に
敬
老
祝
い
品

を
贈
呈

し
ま
す
。一
部
地
域
で
は
、
町

会
・
自
治
会
を
通
し
て
贈
呈
。

②
満
九
十
歳
以
上
の
人
に
は
、

高
齢
者
祝
い
品
を
、
市
か
ら

直
接
お
届
け
に
伺
い
ま
す
。

黷

な
が
い
き
課
庶
務
係

敬 老 おこづ かい お渡 し日程 表

期 日 会　　　 場 時　 問

９／２側
馬 橋 東 市民 セ ン タ ー
明 市 民 セ ン タ ー

午前IC鳶i～

午後３時

3 ㈲
常 盤 平 市民 セ ン タ ー
古ヶ崎市民センター

4C扣
常 盤 平 市民 セ ン タ ー
六 実 市 民 セ ン タ ー

５哨
常 盤 平 市 民セ ン タ ー
馬　　 橋　　 支　　 所

６哨
稔 台 市 民 セ ン タ ー
小 金 原 市 民セ ン タ ー

７肬）
松飛 台 市 民セ ン タ ー
ニ十世紀が丘市民センター

午前10眄～
正　 午

９回 八 柱 市 民 セ ン タ ー

午前ICX持～

午後３時

1朗
小 金 市 民 セ ン タ ー

小 金北 市 民 セン タ ー

11吩
市　　民　　 会　　館
総 合　福 祉　会 館

12哨
市　　民　　 会　　館
東　　 部　　 支　　所

13廁
新 松戸 市 民 セン タ ー
馬 橋 市 民 セ ン タ ー

豪工事のため五香市民センターは今回 こ限り会場が常盤平市民セン

ターとなります。

6
1
－
2
1
1
4
内
線
１
５
５
番

へ

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

入

門

養

成

講

座

９

月
1
8
日

困

午

前
1
0
時
3
0
分

～

午

後
３

時
　

会

揚

東
葛

飾

合

同

庁
舎

（

小

根

本
七

）
　

内

容

「
こ

れ

か
ら

ボ
ラ

ン

テ

ィ
ア

活

動
を

始

め

る
人

の

た

め
に

」

講

師
＝

石

黒

チ

イ
子

氏

、

東

葛

飾

地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

の

紹
介

・

実

践

発
表
　

定

員

先

着
百

人

費

用

無

料

惠

９

忖

１１一
日

團

ま
で

に

、

電

話

で

東
葛

飾

支
庁

社

会

福
祉

課
四

職

業
訓

練
指
導

員
資

格
取

得

講

習対
象

一
級
、
単
一
等
級
技
能

検
定
合
格
者
、
免
許
職
種
に

関

し
教
育
（
訓
練
）
を
受
け
た
人
等

惠

所
定
の
申
込
用
紙
に
受
講
料

二

万
三
百
円
）
を
添
え
て
、
千

葉
県
職
業
能
力
開
発
協
会
（
〒

2
8
0
千
葉
市
長
洲
一
－

二
二
－

三

羽
田
ビ
ル
内
・
・
1
0
4
7
2
－

2
4－
1
6
1
0

番
）へ

1
0
／
２
～
９

（
内
６
日
間
）

９
／
1
8
Ｓ
2
6

（
内
６
日
間
）

期
　

問

君
津
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

香
取
郡
多
古
町
商
工
会
館

会
　
　
　

場

心
身

陣
害

者
（

児
）
実

態

調
査

に

ご
協
力

を

対

象
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
療
育
手
帳
を
所
持
し
て
い

る

人狸
し

あ
わ
せ
課
福
祉
係

自
衛
官
等
募
集

募集種目 資 格 受付期間

男子
およ
び女
子

2等陸･海･空士
18歳以上
27歳未満

男子年間を通じて

女子8/1~9/l

曹 候 補 士

高卒
(見込み)

27歳未満
8/1～9/17

一般曹候補学生
高卒
(見込み)
21歳未満

防衛大学校学生
高卒
(見込み)
21歳未満

推せん9/5～7

一般10/1～25

防衛医科大学
校学生

高卒
(見込み)
21歳未満

10/1～25

男

子

航 空 学 生
高卒
(見込み)
20歳末満

8/1～9/17

自 衛隊 生 徒
中卒
(見込み)
17歳未満

11/1～平成
4年1/4

蠢

総
務
部
庶
務
課
庶
務
係
ま
た
は
自
衛
隊
松
戸
募
集
案
内

所
・
1
8
9
－
6
5
4
0

番

婦

人
大

学
「

婦
人
と

生
活

科
学

コ

ー
ス
」
―
自

然
と

人
間
１

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員

七
十
五
人

※

保
育
（
二
歳
以
上
・
八
人

）あ

り
ま
す
。

匣

８
月
2
7日
脚
〔
消
印
有
効
〕ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
保
育
希
望

者
は
子
ど
も
の
名
前
・
年
齢
を

記
入
し
て

、
〒
2
7
1松
戸
市
本
町

一
四
－

一
〇
松
戸
市
婦
人
会
館

（
四
6
4－
8
7
7
8

番
）
へ

期日 時間 会場 内　　 容 講　　 師

9/12

午前
10
時～
正午

婦
人

会
館
ホ

｜
ル

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ
松戸市教育委員会
社会教育部長上原寛

1鮪 地球のなりたち

青山高校教諭

柴田 徹氏2鮪
日本の火山

10/3

11吻 施設見学

17哨 生命のなりたち
東京大学教授

高橋迪雄氏
2翩 自然と生物

11/1 施設見学

7附

今、地球が

神奈川県自然保護

センター

金田 平氏

14

21哨

再

生

自

転

車

を

販

売

受
付

日

時

９

月

６

日

窗
午

前

９

時
１

午

後
３

時
と

７

日

出

午

前
９
時
～
1
1
時
　
抽
選
・
販
売

日

時

９

月

７

日

出
午

前
1
1
時
か

ら

会
場

生

き

が
い

福

祉

セ
ン

タ

犬

金

ヶ
作

二
七

七

卜

四

）

台

数
・
価

格

三

十

五
台
・
一

台

五

千

円

～

一
万

一

千
円
　

交

通

五

香

駅

東
口

か

ら
新
京
成

バ
ス
「
小

新

山

行
き

」
「
柏

陵
高

校

行

き
」

で

、

新

栄
町

入

口
下

車

（
五

香

駅

午

前
９

時
3
0
分

、
1
0
時
４

分

発

あ

り
）

※

抽

選
日

当

日
（
７

日

）
は

、

五

香

駅

東

口
午

前
1
0
時
発

の

事

業

団

マ

イ

ク
ロ

バ
ス

を

運

行

し

ま

す
（
迎

え

の
み

）
。

駐

車

場

が

あ

り

ま
せ

ん
の

で

、

車

で

の

来

場
は

ご
遠

慮
く

だ

さ

い

。

蠢

生
き

が
い

福
祉

事

業
団

公
8
4

－
3
1
9
1

番

危

険

物

取

扱

者

保

安

講

習

会

1
1
月
５
日
㈹
〔
時
間
は
申
し

込

み

時

に

決

定

〕
　

対

象

危
険

物
取

扱

者

免

状
を

持

っ
て

い

る

人
　

会
揚

野

田

市
文

化

会

館

費
用
講
習
手
数
料
四
千
円
(
千
葉

県

収
入

証
紙

を
申
請
書
に
貼
付

）

受

付

期
間

９

月
２

日

㈲

～
６

日

窗

饉

消
防

局

予

防

課
四
6
3－

１

１

１
１
番
内
線
２
０
６
番

特

別

土

地

保

有

税
（

取

得

分

）

申

告

納

付

期

限

は

９

月

２

日

８

月

は

、

特
別

土

地

保

有

税

（
取

得

分
）
の

申

告

納
付

月
で

す

。

対

象
者

は
９

月
２

日

興

ま
で

に

申

告

納
付

し

て

く

だ

さ
い

。

対
象
…
①
平
成
２
年
７
月
１

日

～
３

年
６

月
3
0
日
の

間

に

、

市

内
の

土

地
を

合

計
で

五

千

平

方

肩

以

上

取

得

し

た

個

人

ま

た

は

法
人

②
平

成
３

年
４

月
１

日

～
６

月
3
0
日

の

間

に

、

市
内

の

土

地

を

合
計

で

千

平

方
μ

以

上

取

得
し

た
個

人

ま

た

は

法
人

税
額
…
主
地
取
得
価
額
に
三

％

を
乗

じ

た
額

か

ら

、

不

動

産

取

得
税

相

当
額

を

控

除
し

た
額

申
告
納
付
期
限
…
９
月
２
日

興薦

税

制

課
諸

税

係

計
量

器
定

期

検
査

商
売
・
証
明
用
の
は
か
り
は

必
ず
受
検
し
て

く
だ
さ
い
。
家

庭
用
は
か
り
の
無
料
検
査
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

９
月
２
日
㈲
・
３
日
㈹
、
午

前
1
0時
～
正
午
と
午
後
１

時
～

３

時
　
会
揚

市
役
所
計
量
検
査

室

持
参
す
る
も
の

申
請
書
、

手
数
料
、
は
か
り

蠢

消
費
生
活
課
計
量
係

納
期
を
守
り
ま
し
ょ
う

保険料・各種税手数料・

泰
市
県
民
税
（
第
二
期
納
期
限
）
…
９

月
２

日

奉
特
別
土
地
保
有
税
…
９
月
２
日

奉
事
業
所
税
…
６
月
決
算
の
法
人
と
６

月

中
に

事

業

所
用

家

屋

を
新

・

増

築

し

た
建

築

主

は
、
８

月

が

申
告

納

付

月
で

す

。

泰
田
民
年
金
保
険
料
…
８
月
分

奉
田

民

健

康

保

険
料
（

第
三

期
納

期

限

）

…
９
月
２
日

安全確実な口座振替のご利用を

裏平成4年3月新規高等･中学校卒業予定者の受け付

けおよび試験期日については､文部・労働両省が

ら示された期日以降に実施します。

健康管理は自分の体を知ることから

早
め
に
納
付
（
納
入

）
お
願
い
し
ま

す
。

秋のスリムコース予約案内

前
期
の
健
康
診
査
結
果

満
6
9歳
以
上
の
人
に



千

葉
県
利

根
川

治
水

百
年

記

念

講
演

会

８
月
2
9日

閑
午
後
１

時
～
４

時
3
0分

会
揚
市
民
会
館

費

用

無
料
　
内
容
記
念
講
演
＝

実

践
女
子
大
学
教
授
・
三
隅
治
雄

氏
、
記
念
コ
ン
サ

ー
ト
＝

真
梨

邑
ケ
イ
（
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
)

豪
利
根
川
写
真
展
を
８
月
2
8日

團
～
９
月
１
日

収
ま
で

、
文

化
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。

蠢
河
川

課
業
務
係

世

界

平

和

都

市

宣

言

事

業

親

子

映

画

鑑

賞

会

８

月
2
3
日

窗
午

後
２

時
か

ら

会

揚

市

民

劇

場
　

費

用

無
料

内

容
「
野

菊
の

墓

」
、「
夏
服

の

少

女

た

ち
」（
平

和
ア

ニ

メ

）

圉

当

日

会

場
で

黯

総

務

部

庶

務
課

庶

務

係

舞

踊
発

表
会

９

月
１
日
凹

午
前
1
0時
3
0分

か
ら

会
揚

市
民
会
館
ホ
ー
ル

費
用

無
料

同
一
照

藤
会
・
須
藤
｀
4
4－
6
9

1
5

番

チャンネ

ル
※タイトルが色刷りのものは、

市主催の催し物です。
木
内

和

栄
ソ

プ
ラ

ノ
リ

サ
イ

タ
ル９

月
７
日
出
午
後
３

時
開
演

会
場

市
民
劇
場

費
用

千
八
百

円
　
内
容

第
一
部
＝
イ
タ
リ
ア

歌
曲
と
オ
ペ
ラ
ア
リ
ア
、
第
二

部
＝
北
原
白
秋
に
よ
せ
て

羆

木
内
和
栄
ソ

プ
ラ
ノ
リ
サ
イ

タ
ル

実
行
委
員
会
・
青
山
・
‘
6
2

－
0
3
9
8

番

松
戸

子
ど

も
劇

場
地

域
公

演

「
聞

い
で
け
ら
つ
し

や
い
昔
話
」

９
月
１
日
㈲
午
前
1
1
時
2
0
分

と
午
後
２

時
　
会
揚

新
松
戸
市

民
セ
ン
タ
ー
　
費
用

千
円

内

容
松
尾
敦
子
ひ
と
り
語
り
（
山

形
弁
に
よ
る
民
話
の

世
界
）

茜

松
戸
子
ど
も
劇
場
四
4
7－
4

4
4
6

番

催

し

物

モ
ダ

ン
バ

レ
エ
の

世
界

「
風

の
彩
譜

」

９

月
2
8日
出
午
後
６
時
、
2
9

日
面
午
後
２
時
開
演
　
会
揚

市

民
劇
場

費
用

三
千
五
百
円

出
演

本
間
祥
公
・
安
達
哲
治
・

堀
内
充
・
本
田
幸
子
ほ
か

悪

阻
松
戸
市
文
化
振
興
財
団
｀

6
4
1（
ｊ
ｌ
ｑ
７
１
番

松
戸

児
童

合
唱
団

第

八
回

定

期
演

奏
会

８

月
2
8日
困
午
後
２
時
開
演

会
場

市
民
会
館
ホ
ー
ル
　
費
用

無
料
　
内
容

オ
ペ
ラ
「
小
さ
な

煙
突
そ

う
じ
ゃ

さ
ん
」
、
合
唱
組

曲
「
ふ
し

ぎ
な
せ
か
い
」
ほ
か

残

稲
村
四
6
6－
0
0
1
7

番

人口と世帯

(
)
は
前
月
比

○人口　458,843 人　 （＋187 ）

男　233,478人　　（＋1129）

女　225,365 人　　（＋58 ）

Ｏ世帯　164,390　（＋301)

文
学

散
歩

９

月
７
日
出
午
前
９

時
3
0分

松
戸
駅
集
合
　
コ

ー
ス

Ｊ
Ｒ
石

川
町
駅
上

元
町
～
外
人

墓
地
・

平
野
威
馬
雄
墓
～
大
仏
次
郎
記

念
館
～
神
奈
川
県
立
近
代
文
学

館
～
港
の
見
え
る
丘
公

園
（
午

後
３
時
現
地
解
散
）
　
費
用

入

館
料
な
ど
三
百
円
と
交
通
費

定
員
三
十
人
（
申
し
込
み
多
数

の
場

合
は
抽
選
）

圉
８
月
2
7
日
㈹
ま
で
に
、
往
復
ハ

ガ
キ
２

工
ｍ
松
戸
市
松
戸
二
〇

六
〇
市
立
図
書
館
（
・
。
6
5－5

1
1
5

番
）
へ

映
画

会

「
安
心
し

て

老

い
る

た
め

に
」

９

月
８
日
㈲

、
午
後
１
時
上

映

会
場
市
民
会
館
ホ
ー
ル

費
用

千
五
百
円
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
・
や
わ
ら
木
苑
へ
の

カ
ン

パ
四
百
円
含
む
）

羆
「
安
心
し
て
老
い

る
た
め
に
」

を
見
る
盒
1
8
6－
0
2
1
3

番

松
戸

市
・
中

国
・

韓

国
の

三

力
国

バ
レ

ー
ボ

ー
ル
親

善
大

会

を
開

催

８

月
2
4日
出
午
前
９

時
3
0分

か
ら
と
2
5日

収
午
前
1
0時
か
ら

会
場

運
動
公
園
体
育
館
　
費
用

無
料

蠢
ス
ポ
ー
ツ
課
四
6
3－
9
2
4

1
番

グ

ラ
ウ

ン

ド
ゴ

ル
フ
教

室

９

月
８
日
旧
午
前
９
時
～
正

午
　
会
場

六
高
台
ス

ポ
ー
ツ

広

場
第
三
　
対

象
一
般
市
民
　
費

用

保
険
料
百
円

圉

当
日
会
場
で

悪

体
育
指
導
委
員
・
菊
池
四
8
7

－
1
5
6
5

番

デ
ィ
ス

ク
ゴ

ル

フ
教
室

９
月
1
6
日
㈱
午
前
９
時
～
午

後
１

時

会
揚
小
金
原
体
育
館

対
象
一
般
市
民
　
費
用

保
険
料

三
百

円

圉

当
日
会
場
で

熈

体
育
指
導
委
員
・
松
丸
｀
4
3

－
6
6
0
8

番

ソ
フ

ト
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
大
会

９

月
2
2日
㈲
午
前
９

時
～
午

後
５

時

会
揚

小
金
原
体
育
館

対

象
一
般
市
民
（
一
チ

ー
ム
四

人
）

①
百
六
十
歳
以
上
（
男
性

一
人
と
女

性
三
人
ま
た
は
女
性

四
人

）
②
百
六
十
歳
以
下
（
女

性

四
人

）
③
夫
婦
二

組
④
五
十

歳

代
男
女
と
四
十
歳
代
男
女
の

各

一
人
　
費
用

一
チ

ー
ム
二
千
円

※
９

月
２
日

側
午
後
７

時
か
ら

運
動
公
園
会
議
室
で
代
表
者

会
議
が
あ
り
ま
す
。

匣

８
月
3
1日

出
ま
で
に
、
電

話

で
ス
ポ

ー
ツ
課
・
1
6
3
1
9
2
4

1
番
へ

憇

家
庭
婦
人
バ
レ

ー
ボ
ー
ル

協

会
・
岡
野
・
1
6
3
－
1
6
1
3

番

お
知
ら
せ

移
動
暴

力

相
談

所
を

開
設

９

月
2
6日
閑
午
前
1
0時
～
午

後
４

時

会
場

東
葛

飾
支
庁

残

剛
千

葉
県
暴
力
団
追
放
県
民

会
議
事
務
局
(
千
葉
市
中
央
四

－

匸

〒

七
千
葉
県
酒
造
会
館

内
）

一`
〇
４
７
２
－
5
4－
8
9

3
0

番

市

民
秋
季

バ

ド
ミ

ン
ト
ン
ダ

ブ

ル
ス
大

会

９

月
８
日
㈲
午
前
９
時
～
午

後
５

時
　
会
揚

運
動
公
園
体
育

館

種
目

男

女

一

部

～

四
部

二

般
参
加
者
は
一
部
に
な
り

ま
す
）
　
費
用

登
録
者
一
人
千

二
百
円

、
未
登
録
者
一
人
千
五

百
円

豐
８
月
3
0
日
面
必
着
で
、
ハ
ガ

キ
に
ク
ラ

ブ
名
を
記
入
し
て

、

〒
2
7
0松
戸
市
中
和
倉
三
〇
四
－

ハ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
・
長
谷

川
（｛
1
4
1－
7
9
2
5

番
｝へ

市

立

病

院

か

ら

の

お

知

ら

せ

形

成

外

科
外

来

の

休
診
・
＝
９

月

７

日

～
2
8
日

の

毎
週

土

曜

日

は

、

都

合
に

よ

り

休
診

と

な

り

ま

す

。

眼

科

外
来

の

予

約
：

９

月

１１
１

日

團

か
ら

、
幼

児
（
三

歳

以

占

・

小

中

学

生
の

斜

視
・

弱

視

・

視

力

・
屈

折

異

常

（
遠

視

・

近

視

・

乱

視
）
な

ど
の

検
査

は

、
年

間

を

通
し

て

予

約

制
と

な

り

ま

す

。
９

月
３

日

㈹
以

降

、

午

前

家

庭

婦
人

バ
ス
ケ

ッ
ト

ボ

ー

ル
教
室

９

月
３
日
㈹
～
1
0月
１
日

㈹

の
毎
週
火
曜
日
、
午
前
９
時
～

一
1
1
1
1

一
時

会
場

青
少
年
会
館

対

象
市
内
在
住
の
家
庭
婦
人
　

定

員
先
着
三
十
人
　
費
用

無
料

惠
８

月
2
8日
困
必
着
で
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
2
7
1松

戸
市
上

本
郷
四
四
三
四
松
戸
市

役
所
ス

ポ
ー
ツ
課
（
一`
6
3－
9

2
4
1

番
）
へ

ス
ポ
ー
ツ

ハ
ゼ
釣
り
大
会

８

月
2
5日
㈲
午
前
５
時
3
0分

各
集
合
場
所
に
集
合
　
集
合
揚

所

松
戸
駅
改
札
口
・

新
松
戸
駅

西
船
橋
方
面
ホ
ー
ム
・
新
八
柱

駅
西
船
橋
方
面
ホ
ー
ム
　
場
所

江
戸
川
放
水
路
　
競
技
一
般
は

重
量
、
小
・
中
学
生
は
尾
数

費
用
一
般
五
百
円

、
小
・
中
学

生
三
百
円

※

仕
掛
け
講
習
会
を
、
８

月
2
4

日
出
午
後
１

時
か
ら
婦
人
会

館
で
実
施
し
ま

す
。

匣
電
話
で

、
松
戸

勤
労
者
つ
り

の
会
・
井
亠
1
6
5－
8
2
6
0

番
へ

初
心

者
年

輪
テ

ニ
ス

教
室

９
月
1
4日
出
午
前
1
0時
～
正

午

会
場

紙
敷
庭

球
場

対

象

市
内
在
住
・
在
勤
の
男
性
六
十

歳
・
女
性
五
十
五
歳
以
上
の
人

定
員
先
着
十
五
人
（
男
女
計
）

※
ラ
ヶ
ッ
卜
の
な
い
人
に
は
お

貸
し
し
ま
す
。

圉

電

話
で

ス
ポ
ー
ツ
課
四
6
3－

（
ｊ（
乙
４
１

番
へ

８

時
3
0
分

～
９

時
の

間

に

、

電

話
で

の

み

毎

日
（
土

・
日

曜

、
祝

・
休

日

を

除
く

）

受
け

付

け

を

し

ま

す

。

予
約

を

し

た
人

は

、

指
定

さ

れ

た
日

の

午

前
＆

時
3
0

分
工
1
1
1
1

一
時
の

間

に

、

受
け

付

け

を
済

ま

せ
て

眼

科

外

来
へ

来
て

く
だ

さ

い

。

潴

市

立

病

院
四
6
3－
2
1
7
1

形
成
外
科
外
来
＝
内
線
－
１
４

５

番

、

眼

科
外

来
＝

内
線
2
1

0
7

番

教
育
委

員
会

会
議

の

開
催

９

月
５
日
困
午
後
３

時
か
ら

会
揚

市
役
所
別
館
三
階
教
育
長

室熈

教
育
委
員
会
庶
務
課
秘
書
係

新

京

成

バ

ス

小

金

原

線

の

深

夜

バ

ス

運

行

開

始

運

行

日

８

月
1
2
日
か

ら

の

毎

日

（
土

・
日

曜

日

、

祝
日

を

除

く

）
運

行

時
刻

Ｊ

Ｒ

北
小

金

駅

発

午

後
‥
1
1
1
1

一
時
2
3
分

、

午
前

Ｏ

時

運
賃

二

百
四

十

円

～

二
百

六

十

円悪

新

京

成

バ
ス

松

戸

営
業

所
公

8
7－
0
3
8
8

番

、

市

役
所

交

通

計
画

課

秋
季

団

体
卓

球
リ

ー
グ

戦

９

月
1
6日
倒
午
前
９

時
か
ら

会
揚

運
動
公
園
体
育
館
　
種
目

男
女
ラ
ン
ク
別
団
体
戦
（
一
般

の
人
の

参
加
も
可

）

匣
９
月
５

日
團
ま
で
に
、
電
話

で
松
戸
市
卓
球
協
会
・
五
十
嵐

四
6
5－
1
5
1
0

番
へ

軟
式

庭

球
ク

ラ
ブ

対
抗

９
月
2
2日
収
午
前
８

時
3
0分

受
け
付
け

会
場

栗
ヶ
沢
公
園

庭
球
場
　

構
成

一
団
体
三
チ

ー

ム
(
一
般
市
民
も
可
）
　
費
用
一

団
体
四
千
五
百
円

匣

９
月
６

日
脂
ま
で
に
振
り
込

み
用

紙
で

悪

軟

式
庭
球
連
盟
・
小
倉
四
4
5

1
0
8
9
9

番

青
果
物
の
包
装
を

調
べ
て
み
ま
し
た

松
戸
市
消
費
者
の
会
（
文
入
加
代
子
会

長
）
は
、
５
月
に
市
内
五
十
一
店
舗
で

、

二
十
品
目
の
野
菜
を
対
象
に

、
包
装
状
態

の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

同
衾
は
、
過
剰
包
装
を
な
く
す
た
め
、

販
売
店
と
の
話
し
合
い
や
、
ス

ー
パ
ー
な

ど
で
買
い
物
の

際
ビ
ニ
ー
ル

袋
の
辞
退
運

動
を
続
け
て
い
ま

す
が
、
こ
の
調
査
も
、

こ
う
し
た
活
動
の
一
つ
で

三
年
前
か
ら
続

け
て
い
ま
す
。

結
果
は
左
表
の
と
お
り
で

す
が
、
業
界

団
体
の
自
主
基
準
で

、
原
則
と
し
て

ト
レ

イ
を
使
わ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
品
目

で

も
、
ト
レ
イ
包
装
さ
れ
て
い
る
も
の
が

か
な
り
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
改
善
の
必
要
が

あ
る
よ
う
で
す
。

践

消
費
生
活
課
消
費
生
活
係

調
査
結
果

調査をする松戸市消費者の会の皆さん

調
査
を
始
め
た
こ
ろ
に
比
べ
る
と
ト

レ
イ
包
装
な
ど

は
、
だ
い
ぶ
減
っ
て

き

て
い

る
よ
う
で

す
が
、
改
善
を
し
て

ほ

し
い

点
が
あ
る
店
に
は
、
申
し
入
れ
を

し
て
い
ま
す
。

不
要
な
包
装
を
な
く
す
た
め
に
は
、

業
界
の
協
力
も
必
要
で

す
が
、
消
費
者

が
声
を
あ
げ
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

包装形態

品名

発泡スチ
ロール皿

とフイルム

プラスチ

ッ
ク皿と

フィルム

紙皿と
フ イルム

ポ
リ袋

または

フィルム

ネット
ハダカ
または
皿盛り

イ ン ゲ ン 14 ２ ５ 26 ２ ２

ウ　　　　ド ３ ０ ０ 14 ０ ４

キ ュ ウ　リ ５ １ ４ 44 ０ 14

ゴ　 ボ　 ウ ２ ０ １ 42 ０ ０

サ ト イ モ ７ ７ １ 29 ０ １

サ ツ マ イ モ ８ １ １ 30 ０ ８

サヤエンドウ １１ ５ ０ 33 ０ １

シ イ　タ ヶ 15 ６ １ ６ 27 ０

ジ ャ ガ イモ ３ ２ ３ 42 ２ ２

シ ョ　ウ ガ 30 ４ ３ 14 ０ ４

タ マ ネ ギ ４ １ ０ 26 24 １

ト　 マ　 ト 37 ９ ４ ４ １ ８

ナ　　　 ス ５ ２ １ 43 ０ ６

ニ ン ジ ン ４ １ １ 48 ０ ０

ニ ン ニ ク 20 ０ ０ 18 ８ ６

レ ン コ ン 24 ０ １ 20 ０ ０

ヤ マト イモ 12 １ ０ 33 ０ ２

納　　　 豆 ２ ２ ０ ６ ５ 13

大　　　 根 ０ ０ １ 19 ０ 42

ピ ー マ ン 10 １ ２ 42 ２ １

※１店舗で２以上の包装形態がある場合は、各々の形態欄に計上。ま

た、販売していない品目もあるので各品目の合計は店舗数(51)に一

致しないことがあります。

※日本チェーンストア協会の｢青果物包装改善要綱｣では上記品目の中

でトマトを除いてトレ イの使用をしないことを定めています。

くらし
のメモ

(８月１日現在)

真梨邑ケイさん

あ

お

ぞ

ら

キ

ャ

ラ

バ

ン

①
８

月
2
8
日

出

と

②
2
9
日

附

午

前
1
0
時
1
5
分

Λ

１１一
時
1
5分
（
雨

天

の

場

合
は

中
止

）
　

会
場

①

松
戸

三
丁

目
公

園

②

北

松
戸

仲

台
公
園
　
内
容
お
は
な
し
キ
ャ

ラ

バ
ン

に

よ

る
野

外
公

演

「
絵

巻

物

」
、
「
人

形

劇
」

※

幼
児

は

保

護
者

同

伴
で

襾

市
立

図

書

館
四
6
5－
5
1
1

5

番

松
戸
市
消
費
者
の
会

会
長
文
入
加
代
子
さ
ん



情報ご参加ください

音

楽
の

広
場
（
合

唱
講

座
）

８
月
2
7日
㈹
午
後
１
時
3
0分

～
３

時
3
0分

会
場

市
民
会
館

音
楽
室
　
費
用
テ

キ
ス
ト
代
二

千

七
百
円

圀

社
会
教
育
課
市
民
文
化
係

す
ず
む
し
配
布
風
景

古

典

を

読

む

講

座

「

好

色

一

代

男

を

読

む

」

９

月
４

日

・
1
8
日

、
1
0
月
２

日
・
1
6
日
・
3
0
日
、
1
1
月
1
3
日

の

各

水

曜
日

、

午

前
1
0
時

～
正

午

（
全

六

回

）
　

会
揚

婦
人

会

館

ホ

ー
ル
　

費

用

無

料
　

定

員

先

着
七

十

人

講

師

元

相

模

女

子

大

学

教

授
・

森

安

理
文

氏

※

テ

キ
ス

ト

「
好

色

一
代

男
」
・

（
岩
波

文

庫

版

な

ど
）
は

各

自

ご
用

意

く

だ

さ
い

。

惠

電

話
で

市

立

図
書

館

四
6
5－

［
Ｄ
１

１
［
Ｄ
番

へ

野
外

観
察
ス

ク

ー
ル

（
手
賀

沼

）９
月
2
2日

㈲
、
午
前
1
0時
～

午
後
３

時
　
内
容
手
賀
沼
の
水

と
生
物
に
つ
い
て

、
船
上
視
察
、

観
察
実
習
　
対
象
小
学
校
四
年

生
～
中
学
生

定
員
五
十
人
（
多

数
の
場
合
抽
選
）

惠
９
月
1
0日

次

消
印
有
効
〕
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
（
学
年
学
校
名
も
）

・
電

話
番
号
を
記
入
し

、
〒
2
7
0

1
1
1一我
孫
子
市
高
野
山
新
田
一

九
三
千
葉
県
手
賀
沼
親
水
広
場

野
外
観
察
ス
ク
ー
ル

係
（
｛
1
0

4
7
1
－
8
4－
0
5
5
5

番
｝へ

親

子
工
作

教
室

８
月
2
4日
出
午
前
1
0時
～
午

後
３

時
　
会
揚
仲
井
町
児
童
公

園
　
内
容
工
作
教
室
・
包
丁
研

ぎ
・
ま
な
板
削
り
な
ど

．
費
用

材
料
費
実
費

薦
千
葉
土

建
松
戸
支
部
四
6
5－

7
3
2
0

番

ト

レ

ー
ニ

ン
グ

機
器

操
作

講

習
会８

月
3
1日
出
午
後
１
時
3
0分

～
３

時
3
0分

会
揚
青
少
年
会

館
樋
野
口
分
館
　
費
用

無
料

対
象

高
校
生
以
上
の

男
女
二
十

人
（
三
十
歳
未
満
の
人
優
先
）

圉
電
話
で
青
少
年
会
館
本
館
四

4
4
1
8
5
5
6
番
へ

実

践

話

し

方

講

座

（

豊

か

な

心

を

育

て

る

）

９

月
５

日

～
1
0
月

３

日
の

毎

週

木

曜
日
（
全

五

回
）
、
午

後
６

時
3
0
分

～
９

時
　

会

揚

市

民

会

館

費
用

三

千
円

賎

実

践
話

し

方
研

究

会

・
石

岡

一`
6
3－

2
3
7
2

番

幼

児

家

庭

教

育

学

級

９

月
2
0
日

～
1
1
月
1
5
日

の

毎

週

金

曜
日

、

午

前
1
0
時
～

正

午

会

揚

常

盤

平

体

育

館
　

対

象

昭

和
6
2
年
９

月
１

日

～
6
3
年
８

月

3
1日
の

間

に

生

ま

れ
た

幼

児

と

そ
の

親
　

内

容

「

子

ど
も

の

遊

び
」「
心

の

発

達
」「
子

ど

も
の

成

長
」

な

ど
　

講

師

日

本

児

童

遊

戯

研
究

所

長

・

有
木

昭

久

氏
ほ

か

定

員

三

十
五

組

（
応

募

多

数
の

場

合

は

抽
選

）

圃

８

月
2
7
日

㈹
〔

消
印

有

効

〕
ま

で
に
、
住
復
ハ
ガ
キ
に
親
子
の

氏

名
・

住

所

・
親

の

年

齢

・
子

の

生
年

月

日

・

電
話

番

号

を
記

入

し
て

、
〒
2
7
1松
戸

市

根

本
三

八

七
－

五

松

戸
市

教

育

委

員

会

社
会

教

育

課

幼
児

家

庭

教

育

学

級

係
へ

講
座
・
講
演

ビ

デ
オ

（
上
級

）
講

座

９

月
７
日
出
・
８
日
旧

二

泊
二
日
）
　
会
場

流
山
青
年
の

家

費
用

二
千
円

対
象
高
校

生
以
上
の
青
少
年
、
教
職
員
な

ど

内
容

講
義
・
実
習

匣
電
話
で

、
流
山
青
年
の
家
・
小

林
｛
1
0
4
7
1
－
5
9－
2
0
0

4
番
へ

ふ

れ
あ

い
教

室
（

英
会

話
）

1
0月
２
日
～
1
2月
1
8日
の
毎

週
水
曜
日
、
午
後
６
時
3
0分
～

８
時
3
0分
　
会
揚
勤
労
会
館
会

議
室

費
用

無
料
（
テ
キ
ス
ト

代
は
自
己
負
担
）
　
対
象
市
内

在
住
ま
た
は
在
勤
の
勤
労
者

定
員

二
十
人
（
申
し
込
み

多
数

の
場
合
は
抽
選
）

匣
８
月
2
7日
㈹

〔
消
印
有
効
〕

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
勤

務
先
・
教
室
名
（
英
会
話
）
を
記

入
し
て

、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三

八
七
１

五
松
戸
市
役
所
商
工
課

労
政
係
へ

8/31(土)まで

夏の防犯運動実施中

何 かあ っ たら す ぐ110壥

=松戸 警察署豐69－0110番

,松戸東警察署豐49 －0110番

日　　 時 内　　　　 容

９／６應～11團

午前10時～午後６時

剿1 日は午後５時ま

で

がん無 料相談・展示コーナー

９／７團

午後２時～４時30分

講演会
①｢生きる｣干葉県立東金高校教

諭・薮崎達規氏

②｢かんを遠ざける生活習慣｣予

防がん学研究所長・平山雄氏

会
揚
千
葉
そ
ご
う
八
階
ホ
ー

ル爬
千
葉
県
対
が
ん

協
会
四
〇
4

7
2
1
3
1
1
1
1
7
1

番

愛

の

献

血

８

月
3
1
日

出

、
午

前
1
0
時
～

１１（
時
3
0
分

と
午

後

１

時

～
４

時

会

揚

松

戸

駅
東

口

頸

健

康

管

理

課
業

務

係

募
集
し
ま
す

松

戸
第

九
コ

ン
サ

ー
ト

合
唱

団

員
募

集

演
奏
会
1
2月
1
5日
聞
市
民
会

館
で
　

練
習
９

月
４
日
か
ら
毎

週
水
曜
日

、
午
後
６
時
3
0分
～
９

時

会
場

婦
人
会
館
ま
た
は
勤

労
会
館

費
用

月
二
千
円
（
高
校

生
以
下

千
円
）
、
入

会
金
千
円

圀
松
戸
第
九
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会
・
高
橋
・
1
4
2
1
2
9
7

3
番

実
用

新
案

等

商
品

化
案

件
の

募

集応
募
対
象
物
件
①
す
で
に
登

録
さ
れ
て
い

る
、
あ
る
い
は
出

検

診
車

に
よ

る
胃

が
ん
検

診

実
施
期
間
1
0月
～
1
2月

対

象
市
内
に
住
ん
で
い
る
四
十
歳

以
上
の
人
（
妊
娠
中
の
人
は
受

診
で
き
ま
せ
ん
）
　
費
用
五
百

円
（
生
活
保
護
・
老
人
医
療
受

給
者
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
対

象
者
は
無
料
）

惠
四
十
歳
以
上
の
人
全
員
に
送

っ
た
「
検
診
の
お
知
ら
せ
」
同

封
の
、
「
胃
が
ん
検
診
申
込
書

（
ハ
ガ
キ
）
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て

、
９
月
1
0日

㈹
ま
で

に
返
送
し
て
く
だ
さ
い

。
申
込

願
手
続
中
の
特
許
ま
た
は
実
用

新
案
で
あ
る
こ

と
②
ま
だ
商
品

化
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で

あ
る

こ
と
③
千
葉
県
民
ま
た
は
千
葉

県
に
所
在
す
る
企
業
ま
た
は
そ

の
従
業
員
が
所
有
す
る
特
許
ま

た
は
実
用
新
案
で
あ
る
こ
と

圜

諾
千
葉
県
工

業
技
術
振
興
セ

ン

タ
１
｛
1
0
4
7
2
－
2
2－
6

1
1
2

番

日

豪
交

流

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
の

参
加

者
募

集

説
明

会

８
月
3
1日
出

午
後
３

時
～
５

時

会
場

市
民
劇
場

費
用
無

料
対
象
十
八
歳
～
二
十
九
歳

ま
で
の
男
女

圀
松
戸
東
ワ
・Ｉ
タ
ー
ア
ク
ト
ク

ラ

ブ
・
黒
井

一`
6
3－7
2
9
5

番者
に
は
後
日

、
実
施
日

な
ど
を

通
知
し
ま
す
。

蠢
健
康
管
理
課

業
務
係

難
病

相
談
　

在

宅
療

養
者

の

集

い９
月
４
日
㈲
午
後
１

時
～
４

時

会
場
松
戸
保
健
所

内
容

医
師
・
理
学
療
法
士
・

保
健
婦

に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
の

講
演
と
実
技

圃
８
月
3
0日
吻
ま
で
に

、
電
話

で
松
戸
保
健
所
予
防
課
特
定
疾

患
係
・
1
6
1
j
2
1
2
1番
へ

保

健

衛

生

麻
し
ん
単
独
・
Ｍ
Ｍ
Ｒ
問
診
票
が
変
わ
り
ま
す

９

月
か
ら
問
診
票
に
保
護
者

の
押
印
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
麻
し
ん
単
独
・
Ｍ
Ｍ

Ｒ
問
診
票
を
お
持
ち
の
人
は
、

押
印
す
る
欄
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で

、
委
託
医
療
機
関
で

新
し
い

問
診
票
に
差
し
替
え
て
受
け
て

く
だ
さ
い
。

※
こ
れ
か
ら
の
接
種
対
象
者
（
生

後
十
八
～
七
十
二
ヵ
月
未
満
）

に

は
、
「
保
護
者
の
押
印
」
欄

の
あ
る
問
診
票
を
お
送
り
し

ま
す
。

蠢
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

譲
り
ま
す

【
家
具
】
◆
ダ
イ
ニ
ン
グ
用
い

す
二
脚
四
千
円

【
電
気
製
品
】◆
ラ
ジ
オ
カ
セ

ッ
卜
千
円
◆
テ
ー
プ
デ
ッ
キ

二
千
円
◆
パ
ソ
コ
ン
本
体
ソ

フ

ト
付
き
一
万
円
◆
パ
ソ
コ

ン
用
十
四
?
カ
ラ
ー
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
テ
レ
ビ
台
付
き
八
千

円
◆

パ
ソ

コ
ン
用

プ
リ
ン

タ
。

１

五
千
円
◆
パ
ソ
コ
ン
用

デ

ー
タ
ー
レ
コ
ー
ダ
ー
五
千
円

◆
パ
ソ
コ
ン
用
ジ
ョ
イ
ス
テ

ィ
ッ
ク
と
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
三

種
類
二
千
円
◆
ス
テ
レ
オ
カ

セ
ッ
卜
無
料
◆
ウ
イ
ン
ド
ー

型
ル
ー
ム
ク
ー
ラ
ー
一
万
円

◆
冷
蔵
庫
二
千
円

【
子
供
用
品
】
◆
歩
行
器
五
百

円
◆

ベ
ビ
ー
カ
ー
バ
ギ
ー
四

Ｄ

Ｐ
Ｔ

（

ジ
フ
テ

リ

ア
・
百

日

せ
き

・
破

傷
風

混
合

）
ワ

ク

チ
ン

の
個

別
接

種

接
種
揚
所

市
内
の
委
託
医

療

機
関
　
対
象

一
期
＝
生
後
三
ヵ

月
～
四
十
八
ヵ
月
未
満
の
人
で

三
回
接
種
し
ま
す
。
生
後
四

十

八
ヵ

月
～
七
十
二
ヵ
月
未
満
の

人
と
百
日
せ
き
に
か
か
っ
た
こ

と
の

あ
る
人
は
、
Ｄ
Ｔ
（
ジ
フ

テ
リ
ア
・
破
傷
風
混
合
）
で

接

種
し
ま
す
。
二
期
＝
一
期
終
了

後
十
二
ヵ
月
～
十
八
ヵ
月
の

間

に

一
回
接
種
し
ま
す
。
　
申
し

込
み
を
す
る
人
六
歳
未
満
で

。

一
期
（
三
回
）
・
二
期
（
一
回
）

を
接
種
し
て
い

な
く
、
問
診
票

を
持
っ
て
い

な
い
人
　
申
し

込

ま
な
く
て
も
よ
い
人

一
期
＝
平

成
３

年
２

月
―
日
～
５

月
3
1日

生
ま
れ
の
人
。
二
期
＝

昭
和
6
2

年
1
2月
１
日
～
平
成
２

年
１
月

3
1日
生
ま
れ
の
人
で
７

月
末
ま

で
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
人

は

、
９

月
上

旬
に
通
知
し
ま
す

千

円

◆

乳
母

車
五

千

円

【
ス

ポ

ー

ツ

・

楽

器
】
◆

ピ
ア

ノ

一
万

円
◆

電
気

オ

ル

ガ
ン

無

料
二

台
◆

キ

ー

ボ

ー
ド
五

千

円

【
日

用

雑

貨

】
◆

ミ

シ

ン

五
千

円

二

台
◆

卓

上
電

動

ミ

シ

ン

不用品情報

四
脚
一
万
円
◆
マ
ー
ジ
ャ
ン

パ
イ
五
千
円
◆
油
こ
し
器
二

千
円
◆
陶
製
サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル

サ
ー
バ
ー
付
き
五
百
円
◆
三

段
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
五
百
円

◆
オ
ー
ド
ブ
ル
皿
千
円
二
点

◆
ス
パ
ゲ
テ
ィ
入
れ
五
百
円
◆

六
千
五
百
円
◆
編
み
機
五
千
　

世
界
大
百

科
事
典
三

十
一
巻

円
二
台
◆
ふ

と
ん
乾
燥
機
三
　

無
料
◆
木

製
オ
ル

ゴ
ー
ル
付

千
円
◆
こ
た
つ
ふ
と
ん
二
千
　
き
ジ
ュ
エ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
五

円
◆
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
こ
ん
ろ
二
予
　

千
円
◆
婦
人
用
軽
登
山
靴
三

円
◆
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
三
千
円
　
千
円
◆
水
槽
セ
ッ
卜
二
千
円

◆
手
動
式
マ
ー
ジ
ャ
ン
卓
一
　
◆
べ
ッ
ド
用
ス
プ
ジ
ン
グ
マ

万
円
◆
マ
ー
ジ
ャ
ン
用
い
す
　
ッ
卜
二
千
円
二
点

の

で

申
し

込

む

必

要

は

あ
り

ま

せ

ん

。

※

以

前
の

問

診

票

を

持

っ
て

い

る
人

は

、
そ

れ
で

受
け

ら

れ

ま

す

。

惠
（

ガ

キ
に

、

左

記

申
し

込

み

要

領

を

記
入

し
て

、

〒
一
……
松

戸

市
根

本
三

八
七
－

五

松
戸

市

役

所
保

健

衛

生
課

三

種

混

合
係

ヘ

（

ガ

キ

申

し

込

み

要

領

圜
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

違
法
駐
車
は

み
ん
な
の
迷
惑

匣
ハ
ガ
キ
に
希
望
品
名
・
価

格

・

住
所

・

氏

名

・
電

話

番

号
（
昼

間

）
を

明
記

し

て

、
８

月
2
3
日

窗
〔
当

日

消
印

有

効

〕

ま
で

に

、

〒
一一一一
松
戸

市

根

本

三

八
七
－

五

松
戸

市

役
所

消

費

生

活
課

消

費

生

活
係

へ

※

相

手
の

紹

介
は

月

末

に

抽

選

し
、

当

選

者
に

電

話

連

絡

し
ま

す

。

紹

介

後
は

自

主

交
渉

に

な

り

ま
す

。

○

次
回
掲
載
分

の

申
し

込
み

品

物
を
譲
り
た
い
人
は
、

電
話
で
８

月
2
3日
窗
ま
で
に

申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
価

格
は
一
万

円
ま
で
で
、
衣
料

品
・

食
料
品
・
自
転
車
は
扱

い
ま
せ
ん
。

黯
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係

市役所・支所

連絡先

救急医療体制

●市　役　所(66)1111

●常盤平支所(87)2131

●小 金 支 所(41)5101

●小金原支所(44)4151

●六 実 支 所(85)0113

●馬 橋 支 所(45)2131

●新松戸支所(43)5111

●矢 切 支 所(62)3181

●東 部 支 所(92)3061

◆ 夜 間 急 病 診 療 所( 毎 日)

午後8時～11時衛生会館内

… … … …… 酋68-3756 番

◆待機病院(毎日)･ 午後5時～午前9時

テレホンサービス……………………酋66-0010 番

◆緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時

テレホンサービス…………………… 昔66-0010 番

◆休日土曜日夜間歯科診療所･午後8時～11時

衛生会館内…………………………… 昔65-3430 番

健康保険証を忘れずに

が
ん
予
防
展
・
講
演
会



鋭いパンチで目指せＶ３！

栗ヶ沢の松戸平沼ホクシングジ

ムは、県民体育大会（ボクシング

の部・団体戦）で平成元年・２年

と連続優勝を果たしています。

会員は現在約50人。中でも、矢

切高校３年の石原良さんは、全国

高校総合体育大会（インタハイ）

に出場し、また、常盤平在住の塩

田修さんは、全日本社会人選手権

大会の全国大会に出場します。

同ボクシングジムは、二人を中

心に、県民体育大会３年連続優勝

に向けて燃えています。

市場の中は

野菜がいっぱいだネ

スナップ　ショット

あなたの撮ったスナップ写真

(街の話題･身近な出来事など)

をお寄せ下さい。採用の方に

は記念品を差し 上げ ます。

煦広 報課
ボクシングジムの皆さん

盆踊りでヽ「踊るごみ減らし」

市では、毎年夏

親子市政見学会を行ってい

ます。これは、市民会館プ

ラネタリウム室・南部市場

・消防訓練センター・クリ

ーンセンターを見学して、

市政について広く知っても

らおうというものです。

参加者は、うだるような

暑さの中、職員の説明を熱

心に聞き入っていました。

夏

休
み

の

自
由
研

究

の
材

料

に

し
た
い

の
で

参
加

し

ま
し

た
。

市

場
で

の

お
魚

の
話

や
、
ス

ィ

カ
の

話
が

特
に

お

も
し
ろ

か

つ

た
で

す

。

花嶋敬子さん

楽しく踊って、ご みを減ら

そうと民謡調の「踊るごみ減

らし」の歌と踊りが、８月２

日、松戸駅近く の西口公園で

披露されました。

これは、松戸民踊愛好会が、

地元の盆踊り大会で踊ったも

ので、歌を吹き込んだ常盤平

在住の民謡歌手・浅野意玖子

さんもかけつけ、生の歌声で

100人を超える人が踊り、ごみ

減量を訴えました。

踊りについての問い合わせ

は、松戸民踊愛好会・川島さ

ん昔62 －695Z番へ。
子供も大人も輪になって

ま
つ
ど
文
学
散
歩

芝

木

好

子

「
美

の

季

節

」

芝
木
好
子
は
、
大
正
三
年
東
京
で
生
ま

れ
、
昭
和
十
六
年
に
『
青
果
の
市
」
で
芥

川
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

夜
の
女
系
列
や
自
伝
的
小
説
な
ど
に
加

え
、
最
近
は
葛
飾
な
ど
下
町
を
舞
台
と
し

た
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
一
年
か
ら
五
十
六

年
ま
で

女

流
文

学
者
会
代
表
、
五
十
七
年
芸
術
院
恩

賜
賞
受
賞
。
五
十
九
年
の
長
編

『
隅
田
川

暮
色
』
。は
日

本
文
学
大
賞
を
受

賞
し
、
代

表
作
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
美
の
季
節
』
は
、
朝
日
新
聞
に
昭
和

六
十
二
年
二
月
か
ら
十
三
回
に
分
け
て

掲

載
さ
れ
た
も
の
に
加
え
、
好
き
な
絵
画
に

つ
い
て
の
感
想
と
、
美
味
を
求
め
て
歩
い

た
も
の
、
折
々
の
文
学
的
な
感
慨
等
が
集

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本

編
に

登

場

す

る

文

芸
評

論

家

・

故

磯

田
光
一
氏
（
昭
和
六
年
～
六
十
二
年
）
は
、

市
内

三

村
新

田

に

居

住
し

、
批

評

界
の

中

核

的

存

在
と

し

て

現

代

文

芸
作

品

等
の

批

評

に

活

躍

さ
れ

て

い

ま
し

た
。

主

な

作
品

と

し
て

、

『
思

想

と
し

て

の

東

京
』
　
（
昭

和

五

十

三

年

芸
術

選

奨
）

。

『
永

井

荷
風

』
　
（
五

十
四

年
サ

ン

ト
リ

ー

斎
場
付
近

学
芸
賞
）
、
『
鹿
鳴
館
の
系
譜
』
（
五
十

八
年
読
売
文
学
賞
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

五

十
九
年
に
は

、
芸
術
院
賞
を
受
賞
し
て

い
ま
す
。

明

日

は

な
い

新
し
い
年
の
春
に
、
私
の
小
著
『
隅
田

川

暮

色
』

が
文

庫

本
で

出

る

こ
と

に

な

っ

て

、

そ
の

解
説

は

磯
田

先

生

が
引

受

け

て

下

さ

っ
て

い

た

。

小

学
館

の

『
昭

和

文
学

全

集
』

の

お
仕

事

も

あ

る
だ

ろ

う
し

、
悪

い

な

あ

、
と

思

い

な

が
ら

、

ほ

っ
と

し

て

い

た

。

例

年
、

年

末
の

新

聞

紙
上

に

そ

の

年
の

小

説

ベ
ス

ト

ー
ス

リ

ー
が

あ

が

る
。

あ
る
年
の
終
り
、
磯
田
先
生
は
「
隅
田
川

暮

色
』

を

あ

げ
て

下

さ

っ
た

か
ら

、
う

れ

し

く
て

、
挨

拶

を

す

る
と

、
そ

の

お
返

し

は

こ

う

だ

っ
た

。

「
こ
の

次

の

小

説
は

ど
う

か

、
分

り

ま

せ

ん

よ

」
ぴ
し

や

っ
と

言

う
か

ら

、

小
気

味

が

よ

か

っ

た
。

（

中

略
）

二
月

八

日

、

千
葉

県

松

戸
の

斎

場
へ

、

私

は
友

達

の

車
に

便

乗

さ
せ

て

も

ら

っ
て

行

っ
た

。

初

め
て

訪

れ

る
土

地
で

あ

る

。

車

は
高

速

道

路

を

江
東

へ
と

走

っ
て

ゆ

く

。

車
の

窓

か

ら

や

が
て

隅
田

川

が
眼
下

に

見

え
て

き

た

。

大
川

の

堤

防

が

高
く

な

っ
て

か
ら

、

川

岸
に

立

っ
て

も
川

は

見

え

な

く

な

っ
た

。

無

粋
な

高

速

道

路
か

ら

は

じ
め

て

隅
田

川

の

全
貌

が

見

え
て

く

る

。

磯
田

先

生
も

折

々
の

帰

途

に

、
こ

の

眺

め

を

た

の

し

ん

だ
に

違
い

な
い

。

斎
場

は

松

戸
市

の

外
れ

で

あ

っ

た

が

、

ま

だ
新

し
い

建

物
で

、

告
別

式

の

会

葬

者

も
多

く

、

故
人

を

惜
し

む

し

み

じ
み

と
し

た
葬

儀
で

あ

っ
た

。

こ
こ

ま

で

足

を

運
ん

で

き

た
人

の

誠

意

が

あ
ふ

れ

て

い

た

。

心

の

籠

る

弔

辞

が
続
い

た
。

（
中

略

）

そ

の

日
か

ら

三

か

月
あ

と

に

、

故

磯
田

光

一
氏
の

遺

稿

の

一
つ

と

な

っ

た

解
説

を

載

せ
て

、
私

の

さ

さ
や

か

な

文

庫
本

が
出

た

。

隅
田

川

を

中
に

し

て

小

説

と
解

説

が

あ

る

の

を

、
折

り
に

ふ

れ
て

眺

め
て

い

る

。

（
「
美
の

季

節
」
）

（
市

立

図
一

館

）

ス
パ
ー
リ
ン
グ
に
も
熱
が
入
り
ま
す（
写
真
上
）

松戸民踊愛好会が披露

2

9

上本郷小学校３年

スィカの話を 聞きまし た(南部市 場で)

夏休み親子市政見学会

松 戸

の
野 鳥

以前は山地で繁殖し、町には冬やってきて

いたが、20年ほど前から市内で営巣し始め、

今では１年中普通に見られる。南方系の鳥で

花のみつが大好きなため、ヒーヨヒーヨと大

声で鳴きながら桜の花などに大群で集まって

いる。冬は餌（えさ）台にもよく来るが、縄

張り意識が強く、メジロなどほかの小鳥を追

い払ってしまうので嫌われ者となっている。

ねずみ色の身体　茶

色のほお　ぼさぼさ頭

長めの尾

全長　　　　　　28cm

冀開長　　　　　40cm

見られる所…市内全域

ヒ ヨド リ
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